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現状と課題Ⅲ
❶ 現状

■子どもへの「自分のことが好きですか」という質問に対して、全体では、「好き」が
29.4％、「どちらかと言えば好き」が46.2％でした。高校生になるにつれて、「好き」の
割合が低くなっています。

■若者への「自分のことが好きですか」という質問に対して、全体では、「好き」が19.6％、「ど
ちらかといえば好き」が49.9％でした。

（１）子ども・若者を取り巻く現状

子ども 自分のことが好きですかQ

0 20 40 60 80 100（％）

高校生

中学生

小学生

全体

好き どちらかと言えば好き どちらかと言えば嫌い 嫌い 無回答

N=

1,516

442

591

354

1.0

0.5

0.3

0.6

29.4

35.1

26.2

24.6

46.2

45.7

47.4

46.0

16.4

12.7

18.3

20.6

7.0

6.1

7.8

8.2

若者 自分のことが好きですかQ

好き どちらかといえば好き どちらかといえば嫌い 嫌い 無回答

N=

1,951

158

325

528

603

327

0 20 40 60 80 100（％）

36歳以上

31～35歳

26～30歳

21～25歳

20歳以下

全体 0.7

1.3

0.3

0.4

0.3

0.6

6.9

5.7

8.0

7.6

6.8

5.8

22.9

23.4

22.8

20.3

24.2

25.4

49.9

46.8

46.2

50.4

50.9

52.3

19.6

22.8

22.8

21.4

17.7

15.9

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　子ども調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）
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■子どもへの「今の生活に満足していますか」という質問に対して、全体では、「満足している」
が49.7％、「どちらかと言えば満足している」が34.0％でした。高校生になるにつれて、「満
足している」の割合が低くなっています。

■若者への「今の生活に満足していますか」という質問に対して、友人との関係について「満
足」、「やや満足」を合わせた割合が85.8％、家庭について「満足」、「やや満足」を
合わせた割合が82.6％でした。

子ども 今の生活に満足していますかQ

満足している どちらかと言えば満足している どちらかと言えば満足していない

満足していない 無回答

N=

1,516

442

591

354

0 20 40 60 80 100（％）

高校生

中学生

小学生

全体 1.3

0.7

1.0

0.8

6.2

5.7

6.8

6.8

8.8

5.2

9.1

14.1

34.0

30.1

36.0

39.3

49.7

58.4

47.0

39.0

若者 今の生活に満足していますかQ

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

N=1,951

0 20 40 60 80 100（％）

仕事や勉強について

友人との関係について

家庭について

余暇について

0.9

1.1

0.9

1.0

11.1

2.6

4.3

6.1

29.0

10.6

12.2

21.2

42.9

40.0

37.0

41.7

16.1

45.8

45.6

30.0

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　子ども調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）
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■子どもへの「いま、どんなことに悩んだり困ったりしていますか」という質問に対して、「勉
強のこと」が41.2％、「将来のこと」が37.5％でした。一方、「悩んだり困っていること
はない」は29.9％でした。

子ども いまどんなことに悩んだり困ったりしていますかQ

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45（％）

悩んだり困っていることはない

そのほか

自分がからだの性と心の性が
ちがっていると感じること

地域や社会のこと

いじめられたり
からかわれたりすること

異性のこと

先生のこと

きょうだいのこと

親のこと

クラブ活動や習い事のこと

自分の健康のこと

自分の容姿のこと

友だちのこと

自分の性格のこと

将来のこと

勉強のこと

(複数回答)

N=1,516

41.2

37.5

20.2

18.1

16.5

11.4

10.7

7.3

6.7

6.5

5.7

3.6

3.6

1.6

2.3

29.9

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　子ども調査）
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■子どもへの「悩みや困ったことがあるときに相談する人はだれですか」という質問に対して、
「お母さん」が70.3％、「友だち」が59.1％でした。一方、「誰にも相談しない」は8.0％
でした。

子ども 悩みや困ったことがあるときに相談する人はだれですか (複数回答)Q

0 20 40 60 80（％）

誰にも相談しない

わからない

そのほか

電話相談

インターネットやソーシャル
ネットワークサービスでの相談

部活動・クラブ活動の
先生やコーチ

学校の先輩

習い事や塾の先生

担任以外の学校の先生

学校のカウンセラーや
ソーシャルワーカー

おじいさん・おばあさん

きょうだい

担任の先生

お父さん

友だち

お母さん
N=1,516

70.3

59.1

38.5

26.9

18.7

12.0

11.1

10.2

7.1

6.6

5.0

2.6

1.3

1.9

4.2

8.0

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　子ども調査）
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■若者への「現在、困っていることや悩んでいることがありますか」という質問に対して、「将
来のこと」が57.5％、「仕事のこと」が46.4％でした。一方で、「悩みは特にない」は9.1％
でした。

若者 現在、困っていることや悩んでいることがありますか (複数回答)Q

0 10 20 30 40 50 60 70（％）

悩みは特にない

その他

自分の身体の性と心の性が
違っていると感じること

友人のこと

地域や社会のこと

配偶者のこと

家族（祖父母、
きょうだいなど）のこと

勉強のこと

恋愛のこと

結婚のこと

妊娠・出産のこと

自分の容姿のこと

親のこと

就職、転職のこと

自分の性格のこと

健康のこと

子ども、子育てのこと

経済的なこと

仕事のこと

将来のこと

N=1,951

57.5

46.4

45.8

28.9

24.1

23.2

23.1

21.2

19.9

18.7

15.7

12.6

10.9

10.3

9.6

5.6

4.9

0.7

1.4

9.1

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）
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■若者への「過去、困っていることや悩みを相談した人はいますか」という質問に対して、
「親」が 53.6％、「友人」が 50.8％でした。一方、「相談したことはない」は12.7％
でした。

若者 過去１年くらいの間に、困っていることや悩みを
相談した人はいますか

Q

0 10 20 30 40 50 60（％）

相談したことはない

その他

ＮＰＯなど民間の相談機関

公的な相談機関

親せきの人

学校の先生

インターネット上の知り合い

医者、弁護士、
カウンセラー等の専門家

交際相手

きょうだい

職場の同僚・上司

配偶者

友人

親

(複数回答)

N=1,951
53.6

50.8

38.3

22.7

19.2

11.8

7.2

4.7

3.6

3.4

1.8

0.7

1.3

12.7

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）
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■子どもへの「あなたがしたことのある活動はなんですか」という質問に対して、「お祭りなど、
地域の行事への参加」が60.9％、次いで「学級委員や児童会・生徒会役員など、学級・
学校全体のための活動」が51.8％でした。

子ども あなたがしたことのある活動はなんですかQ

0 20 40 60 80（％）

上記にあてはまるものはないが、
地域での活動に参加している

自分に関係することや、地域のこと、
名古屋市のことを考えたり、企画したり、

意見を言ったりする活動への参加

名古屋市全体でやるような
大きなイベントへの参加

イベントなどの企画や運営

お年寄りや
体の不自由な人の手伝い

募金をする、または募金の呼びかけ

公園の掃除など、
住みやすいまちにするための活動

学級委員や
児童会・生徒会役員など、

学級・学校全体のための活動

お祭りなど、地域の行事への参加

(複数回答)

N=1,516

60.9

51.8

43.1

42.2

19.9

15.4

11.5

6.8

2.7

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　子ども調査）
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■子どもへの「これまで近所の大人からほめられたり、しかられたりしたことはありますか」と
いう質問に対して、全体では、「よくある」が7.8％、「ときどきある」が30.1％でした。
高校生になるにつれて、「よくある」「ときどきある」の割合が低くなっています。

■小学生・中学生の頃に自然の中で遊ぶ体験をした若者ほど「自己肯定感」が高い傾向が
あります。

■小学生・中学生の頃に地域の行事に参加する体験をした若者ほど「自己肯定感」が高い
傾向があります。

子ども これまで近所の大人からほめられたり、しかられたりしたことはありますかQ

よくある ときどきある ほとんどない ない 無回答

N=
1,516

442

591

354

0 20 40 60 80 100(%)

高校生

中学生

小学生

全体 0.7

0.7

0.5

34.9

29.4

36.0

41.0

26.4

26.0

26.1

27.1

30.1

34.8

30.6

25.4

7.8

9.0

6.8

6.5

若者 自然の中で遊ぶ体験と自己肯定感Q

自己肯定感　高 自己肯定感　中 自己肯定感　低 無回答

N=
808

853

214

69

0 20 40 60 80 100（％）

よくあった

ときどきあった

あまりなかった

ほとんどなかった

0.6

0.5

0.5

40.3

49.1

55.1

72.5

48.1

44.2

40.2

26.1

10.9

6.2

4.2

1.4

若者 地域の行事に参加する体験と自己肯定感Q

自己肯定感　高 自己肯定感　中 自己肯定感　低 無回答

N=
588

938

295

120

0 20 40 60 80 100（％）

よくあった

ときどきあった

あまりなかった

ほとんどなかった

0.5

0.3

0.3

2.5

40.6

47.0

56.3

55.8

47.1

46.1

39.7

35.8

11.7

6.6

3.7

5.8

(出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　子ども調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）
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■子どもへの「いま通っている学校での生活は楽しいですか」という質問に対して、「友だち
との関係が楽しい」が69.9％、「部活動・クラブ活動が楽しい」が56.1％でした。

■子どもへの「学校の授業以外で、タブレット、パソコンやスマートフォン、携帯電話などで
インターネットを1日にどのくらい使いますか」という質問に対して、全体では、「2時間～
2時間 59 分」が19.4％、次いで「1時間～1時間 59 分」が19.3％でした。高校生
になるにつれて、長時間使う割合が高くなっています。

子ども いま通っている学校での生活は楽しいですかQ

N=1,480

楽しい まあ楽しい あまり楽しくない
楽しくない 無回答

0 20 40 60 80 100（％）

学校の授業

先生との関係

学校生活全体

部活動・クラブ活動

友だちとの関係
         2.7

5.8

  6.5

12.3

11.8

      
1.8

4.9

   
3.5

     4.7

     5.6

      1.4

6.1

 4.8

     1.6

     1.1

24.3

27.1

37.3

41.1

41.7

69.9

56.1

47.9

40.3

39.8

子ども 学校の授業以外で、インターネットを1日にどのくらい使いますかQ

N=1,516

442

591

354

0分～29分 30分～59分 1時間～1時間59分
2時間～2時間59分 3時間～3時間59分 4時間～4時間59分
5時間以上 使わない 無回答

0 20 40 60 80 100（％）

高校生

中学生

小学生

全体 13.9

8.8

13.4

24.0

8.9

7.0

9.5

12.1

16.9

11.3

19.5

23.4

19.4

15.6

22.2

22.6

19.3

22.4

22.0

13.6

11.3

17.6

8.1

3.1

7.5

13.3

3.4

0.3

2.4

3.8

1.7

0.8

0.5

0.3

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　子ども調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　子ども調査）
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■令和 5年度の児童虐待相談対応件数は3,490 件（前年比 13.0％増）でした。
※令和 3年度以前は新規受付相談及び過年度からの継続相談への対応件数であり、令和 4年度以降は新
規受付相談への対応件数

■市立小学校・中学校・高等学校・特別支援学校における令和 5年度のいじめ認知件数
は9,384 件、1,000 人あたり認知件数は54.3でした。

■令和 5年度に30日以上不登校となった児童生徒数は市立小学校で2,480 人、市立中
学校で3,408 人でした。

（件）

児童虐待相談対応件数の推移

0
500
1000
1500
2000
2500
3000
3500
4000

R5R4R3R2R1H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18H17H16H15H14H13H12

336
583 472 457

560

603
854

850 720 833
1,129

1,532

1,612

1,969

2,747
2,898

3,394
3,892

3,865

3,735
3,089

3,490

2,362

741

本市におけるいじめ認知件数の推移

0

2000

4000

6000

8000

10000

12000

1000人
あたり
認知件数

認知件数

（件） （件／ 1,000 人）

0

10

20

30

40

50

60

R5R4R3R2R1

2,610 2,523
5,175

7,629
9,38414.9 14.4

29.6

43.9

54.3

（人）

本市における不登校児童生徒数の推移

小学生 中学生

0

1,000

2,000

3,000

4,000

R5R4R3R2R1

2,044 2,127
2,630

3,108 3,408

2,480
1,845

1,3261,103893

（出典：名古屋市子ども青少年局調べ）

（出典：名古屋市教育委員会調べ）

（出典：名古屋市教育委員会調べ）
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■本市の令和 5年の自殺者数は、20歳未満で11人、20～29 歳で46人、30～39 歳
で43人でした。

■若者への「これまで自殺を考えたことがありますか」という質問に対して、全体では、「真
剣に考えたことがある」が11.7％、「少し考えたことがある」が30.2％でした。

（人）

年齢階層別の自殺者数

0

10

20

30

40

50

60

R5R4R3R2R1

10 12 12 
14
 11

34 

48

 

51

 

50

 

46

37 47 49
 44 43

20歳未満 20～29歳 30～39歳

若者 これまで自殺を考えたことがありますかQ

真剣に考えたことがある 少し考えたことがある まったく考えたことはない 無回答

N=

1,951

158

325

528

603

327

0 20 40 60 80 100（％）

36歳以上

31～35歳

26～30歳

21～25歳

20歳以下

全体 　11.7

　12.7

   11.1

    12.5

     12.3

  10.1

　　30.2

　　28.5

　　　32.6

　　　30.5

　　　29.9

　 29.7

       57.1

      57.0

　　55.7

　　56.4

　　57.4

　59.6

0.9

1.9

0.6

0.6

0.5

0.6

 (出典:厚生労働省「人口動態統計」)

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）
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■ 0～18歳の外国人住民数は令和 5年末で11,292 人でした。

■「令和 2年度　名古屋市外国人市民アンケート調査」によると、お子さんの教育に関
して困っていることとして、「教育に関する情報の多くが日本語なのでわかりにくい」が
22.9％、「中学校卒業後の進路」が15.4％でした。

0～18歳の外国人住民数の推移

8,000

8,500

9,000

9,500

10,000

10,500

11,000

11,500

R5R4R3R2R1H30H29H28H27

8,315

8,856

9,425
9,828

10,275
9,931

9,742

10,490 11,292

（人）

保護者
（外国人市民）

お子さんの教育に関して、困っていることはありますかQ

0 10 20 30 40 50（％）

特にない

その他

仕事の都合で子どもを学校に
通わせられない

外国人学校(※)が近くにない

友だちができない

学校でかかる費用が高い

教育に関する悩みを
相談できる相手がいない

外国人であることを理由に、
いじめを受けている

ことばの違いなどから、親と
学校との連絡がうまくいかない

中学校卒業後の進路

教育に関する情報の多くが
日本語なのでわかりにくい

(複数回答)

※ブラジル人学校、インターナショナルスクール、韓国学校、朝鮮学校など

22.9

15.4

12.2

11.9

10.3

7.2

6.9

6.0

1.6

6.3

42.3

（出典：名古屋市外国人住民統計）

（出典：令和2年度　名古屋市外国人市民アンケート調査）
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現
状
と
課
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■若者への「あなたにとって、居場所（ほっとできる場所、居心地のよい場所）はありますか」
という質問に対して、全体では、「ある」が93.9％、「ない」が4.9％でした。

■居場所がある若者の方が、「自己肯定感」が高い傾向があります。

■若者への「5年後の自分をどのようにイメージしていますか」という質問に対して、「子ど
もを育てている」が50.5％、「一生懸命、仕事をしている」が50.2％でした。

若者 あなたにとって、居場所はありますかQ

ある ない 無回答
0 20 40 60 80 100(％）

36歳以上

31～35歳

26～30歳

21～25歳

20歳以下

全体
N=

1,951

158

325

528

603

327

93.9

93.7

94.2

95.3

93.4

93.9

1.2

1.3

1.8

0.8

0.8

0.6

4.9

5.1

5.8

5.5

4.0

4.0

若者 居場所と自己肯定感Q

N=

1,832

95

0 20 40 60 80 100(％）

ない

ある

自己肯定感　高 自己肯定感　中 自己肯定感　低 無回答

8.1

2.1

46.2

15.8

45.4

80.0

0.3

2.1

若者 5年後の自分をどのようにイメージしていますかQ
N=1,951

0 10 20 30 40 50 60(％）
この中にあてはまるものはない

世界で活躍している
今より社会的地位が高くなっている

多くの人の役に立っている
自由にのんびり暮らしている

今より経済的に豊かになっている
親を大切にしている
幸せな状態である

一生懸命、仕事をしている
子どもを育てている

(複数回答)

50.5
50.2

46.1
32.0
30.7

20.9
13.0
11.9

2.9
9.8

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）
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■若者への「将来、結婚（再婚）したいですか」という質問に対して、全体では、「結婚（再
婚）したい」が50.5％でした。

■若者への「結婚について不安に感じていることはありますか」という質問に対して、「適当
な相手にめぐり会わない」が41.9％、「自分の時間を失いたくない」が41.0％、「結婚
後の生活資金が足りないと思う」が37.4％でした。

若者 将来、結婚（再婚）したいですかQ
N=

895

155

269

226

162

77
0 20 40 60 80 100(％）

36歳以上

31～35歳

26～30歳

21～25歳

20歳以下

全体

結婚（再婚）したい どちらともいえない 結婚（再婚）したいとは思わない 無回答

0.3

1.9

15.9

12.9

9.7

18.1

23.5

20.8

33.3

34.2

31.2

28.8

37.0

42.9

50.5

51.0

59.1

53.1

39.5

36.4

若者 結婚について不安に感じていることはありますか (複数回答)Q
N=895

0 10 20 30 40 50（%）

不安はない

その他

結婚後の新居となる適当な住宅が見つからない

姓を変えるのに抵抗がある

雇用が安定していない

まだ若すぎる

仕事（学業）との両立が難しい

親戚づきあいや結婚後の夫婦関係など
結婚後の生活に（経済的なもの以外で）不安がある

結婚資金が足りない

異性とうまく付き合えない・恋愛がめんどう

結婚後の生活資金が足りないと思う

自分の時間を失いたくない

適当な相手にめぐり会わない 41.9

41.0

37.4

35.3

28.6

27.2

17.9

16.1

15.4

7.9

4.4

5.6

7.9

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）
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Ⅲ 
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状
と
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■若者への「将来、子どもが欲しいですか」という質問に対して、全体では、「子どもが欲しい」
が49.5％でした。

■若者への「子どもが欲しいとは思わない理由またはどちらともいえない理由は何ですか」と
いう質問に対して、「経済的に不安がある」が55.2％、「仕事と子育ての両立に不安がある」
が37.4％、「現在の生活スタイルを変えたくない」が28.7％でした。

若者 将来、子どもが欲しいですかQ
N=

1,951

158

325

528

603

327
0 20 40 60 80 100(％）

36歳以上

31～35歳

26～30歳

21～25歳

20歳以下

全体

子どもが欲しい どちらともいえない 子どもが欲しいとは思わない 無回答

3.4

0.6

0.9

3.4

3.5

6.4

20.3

20.3

15.4

12.5

24.7

30.0

26.8

32.3

24.9

22.0

26.5

34.6

49.5

46.8

58.8

62.1

45.3

29.1

若者 子どもが欲しいとは思わない理由またはどちらとも
いえない理由は何ですか

Q

N=920

0 20 40 60（%）

その他

すでに希望する人数の子どもがいる

家族の理解・協力が得られない

健康に不安がある

仕事を優先したい

保育所に入ることができるかどうか不安がある

近所に子育てを手伝ってくれる人がいない

家が狭い

年齢が高い

子どもが苦手

子どもがのびのび育つ環境ではない

子どもがいる生活が想像できない

現在の生活スタイルを変えたくない

仕事と子育ての両立に不安がある

経済的に不安がある

(複数回答)

55.2

37.4

28.7

26.5

16.3

14.9

13.6

12.6

11.1

10.3

9.7

9.1

3.0

24.7

9.8

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　若者調査）
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現
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■本市の合計特殊出生率は、平成 28年をピークに下降傾向となっています。

■本市の出生数は、平成 15年頃から19,000 人～20,000 人で推移していましたが、近年
減少傾向にあり、令和 5年の出生数は15,701 人となっています。

合計特殊出生率の推移

1.15

1.20

1.25

1.30

1.35

1.40

1.45

1.50

R5R4R3R2R1H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18H17

全国名古屋市

1.38

1.38

1.36
1.38

1.36

1.33
1.35

1.31

1.27

1.21

1.26

1.32
1.34

1.37 1.37
1.39 1.39

1.41
1.43

1.421.42

1.42

1.45

1.44

1.44
1.43

1.42

1.42

1.30

1.34
1.34

1.36
1.33

1.30

1.25

1.26

1.20
1.20

出生数の推移

15,000

16,000

17,000

18,000

19,000

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

R5R4R3R2R1H30H29H28H27H26H25H24H23H22H21H20H19H18H17 400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

全国名古屋市

全国（人）名古屋市（人）

20,125

15,701

16,325

17,121

17,538
17,740

18,904

19,120
19,542

19,606

19,316
19,492

19,610

19,86820,005

20,455

1,092,674

727,288
770,759

811,622
840,835

865,239

918,400
946,146

977,2421,005,721

1,003,609

1,029,817

1,037,232

1,050,807

1,071,305

1,070,036

1,091,156

1,089,818

1,062,530

20,195

19,775

19,046

（出典：厚生労働省「人口動態統計」）

（出典：厚生労働省「人口動態統計」）
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■保護者に子育てを通じて良かったと感じたことを聞いたところ、「子どもといることで幸せを
感じる」が80.3％、次いで「子どもの成長をみると充実感がある」が61.6％でした。

（２）子育て家庭を取り巻く現状

保護者 子育てを通じて良かったと感じたことQ
N=6,613

0 20 40 60 80 100（％）

特にない

その他

友だちが増えた

視野が広がった

家族の絆が強まった

自分が育ててもらったことを
感謝できるようになった

子どもとともに自分も成長できた

子どもの成長をみると充実感がある

子どもといることで幸せを感じる

(複数回答)

80.3

61.6

43.6

37.4

23.6

23.3

10.0

0.7

0.3

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）
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■保護者への「どんなことに悩んだり、不安に感じたり、困ったりしましたか」という質問に
対して、「子どものしつけ・生活習慣のこと」が50.0％、「子育て・家事と仕事との両立
のこと」が33.0％でした。

保護者 どんなことに悩んだり、不安に感じたり、
困ったりしましたか

Q

N=6,613

0 20 40 60（%）

悩んだり困ったりしたことは特にない

その他

子育てに関する情報が不足していること

子育てをしている親同士の仲間が身近にいない
（または仲間に入ることができない）こと

近所に子どもを安心して遊ばせる場所がないこと

住居が子育てに十分な広さがないこと

家庭内で子育て・家事の協力が得られないこと

自分が病気や出産で子どもの
世話ができないときのこと

治安が悪くなり、子どもが犯罪の
被害にあうかもしれないこと

子どもの友人関係のこと

子どもの成績や勉強のこと

経済的なこと

子育て中に自分のやりたいことができなくなる
などのストレスを感じたこと

子どもの発育・発達のこと

子どもの病気・健康のこと

子育て・家事と仕事との両立のこと

子どものしつけ・生活習慣のこと

(複数回答)

50.0

33.0

30.0

29.9

21.7

19.0

16.7

13.6

11.9

8.8

7.0

6.3

4.5

4.3

1.6

2.5

2.1

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）
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■子ども・子育て支援について、「満足する」の割合が高いのは、「安心して出産や子育て
ができる医療サービスの充実」でした。一方、「満足しない」の割合が高いのは、「労働
時間の短縮、育児休業や介護休暇制度など家庭生活と両立する職場環境の整備」でした。

保護者（就学後） 子ども・子育て支援への満足度Q
N=3,017

0 20 40 60 80 100（%）

各種子ども・子育て支援施策の周知・広報

一人ひとりが大切にされ、安全に活動でき、
安心して育つ場、学ぶ場の環境整備

男女でともに子育てに参加する
ことについての意識啓発

医療費助成や子育てにかかる各種サービスの
費用の軽減など、経済的な支援の充実

遊び・スポーツ・文化活動など、
豊かな人間性をつくる学校外活動の充実

すべての子どもの可能性を引き出し、
未来をつくる力を生み出す学びの実現

住宅や遊び場・公園の整備など、
子育てしやすいまちづくり

子育てについて相談できる
機関やサービスの充実

安心して出産や子育てができる
医療サービスの充実

多様な保育サービスの充実や、
放課後児童に対する施策の充実

労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制度など
家庭生活と両立する職場環境の整備

満足する どちらでもない 満足しない 無回答

0.9

1.0

1.1

1.4

1.0

1.1

1.0

0.9

1.0

0.9

0.8

38.0

28.2

14.3

15.8

29.1

36.2

32.6

28.4

36.1

23.6

21.4

51.1

50.2

46.7

65.3

45.3

56.6

55.2

34.4

55.6

62.9

66.3

10.0

20.6

37.9

17.6

24.6

6.0

11.2

36.3

7.4

12.6

11.5

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）

保護者（就学前） 子ども・子育て支援への満足度Q
N=3,596

0 20 40 60 80 100(％）

各種子ども・子育て支援施策の周知・広報

一人ひとりが大切にされ、安全に活動でき、
安心して育つ場、学ぶ場の環境整備

男女でともに子育てに参加する
ことについての意識啓発

医療費助成や子育てにかかる各種サービスの
費用の軽減など、経済的な支援の充実

遊び・スポーツ・文化活動など、
豊かな人間性をつくる学校外活動の充実

すべての子どもの可能性を引き出し、
未来をつくる力を生み出す学びの実現

住宅や遊び場・公園の整備など、
子育てしやすいまちづくり

子育てについて相談できる
機関やサービスの充実

授乳やおむつ替えの場所など、子どもと
ともに外出がしやすいまちの整備

安心して出産や子育てができる
医療サービスの充実

多様な保育サービスの充実や、
放課後児童に対する施策の充実

労働時間の短縮、育児休業や介護休暇制度など
家庭生活と両立する職場環境の整備

満足する どちらでもない 満足しない 無回答

0.8

0.9

0.8

0.7

1.1

0.8

0.9

0.8

0.8

0.9

0.7

0.6

46.3

35.8

19.4

29.0

18.0

33.9

29.8

24.5

37.5

39.5

21.6

25.3

42.2

51.0

42.5

42.6

60.0

40.2

64.1

68.4

30.5

50.9

65.6

61.3

10.7

12.3

37.4

27.7

20.9

25.2

5.2

6.3

31.2

8.6

12.1

12.8
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■保護者に理想とする子どもの人数を聞いたところ、全体では、「2人」が44.9％、「3人」
が40.0％でした。

■保護者に実際の子どもの人数を聞いたところ、全体では、「2人」が50.7％、「1人」が
26.4％でした。

理想とする子どもの人数の平均 2.54 人に対して、実際の子どもの人数の平均は1.98 人
と理想より低い値となっています。

保護者 理想とする子どもの人数Q
N=

6,613

1,462

1,989

1,651

665

393

0 20 40 60 80 100(％）

高校生の親

中学生の親

小学生の親

3歳以上の親

3歳未満の親

全体 5.0

3.9

4.4

4.5

5.3

7.4

2.9

3.3

2.1

2.8

5.3

4.6

１人 ２人 無回答３人 ４人以上

7.2

6.4

7.2

8.0

8.0

6.6

40.0

36.5

41.1

41.1

40.6

41.5

44.9

49.9

45.2

43.6

40.9

39.9

保護者 実際の子どもの人数Q
N=

6,613

1,462

1,989

1,651

665

393

0 20 40 60 80 100(％）

高校生の親

中学生の親

小学生の親

3歳以上の親

3歳未満の親

全体
3.4

2.1

3.0

4.2

5.6

3.6

1.4

1.2

1.2

0.5

1.5

0.8

１人 ２人 無回答３人 ４人以上

18.2

9.7

16.8

22.0

26.6

24.2

50.7

37.0

53.8

57.4

50.5

54.5

26.4

50.1

25.2

15.9

15.8

17.0

（出典：令和 5 年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）

（出典：令和 5 年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）
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■保護者に実際の子どもの人数が理想とする人数より少ない理由を聞いたところ、全体では、
「経済的に余裕がないから」が52.0％、「子育ての身体的・精神的な負担が大きいから」
が35.5％、次いで「仕事と子育ての両立が難しいから」が31.0％でした。

保護者 実際の子どもの人数が理想とする人数より少ない理由Q

N=3,389

0 10 20 30 40 50 60（％）

その他

今後、出産の予定がある（出産を希望している）

妊娠しなかった

自分または配偶者の年齢上の理由から

自分または配偶者の健康上の理由から

保育所など子育てを手伝ってくれる事業が
十分に整備されていないから

子どもをとりまく環境に不安があるから

自分自身の生活を楽しみたいから

子育ての身体的・精神的な負担が大きいから

仕事と子育ての両立が難しいから

経済的に余裕がないから

住宅が狭いから

全体(N=3,389) 未就学児の親(N=2,132) 小中高校生の親(N=1,257)

(複数回答)

14.0
14.3
13.5

31.0
31.4
30.3

35.5
35.7
35.1

6.3
6.2
6.4

5.2
5.2
5.3

5.6
6.4
4.3

6.8
5.9
8.4

20.3
15.8

27.9

10.1
6.8

15.7

18.6
27.8

2.9

8.6
7.6
10.3

52.0
49.5

56.2

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）
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■保護者の就労状況について、父親は「就労している」が93.7％、母親は「就労している」
が65.0％でした。

■保護者への「母親または父親が育児休業を取得しましたか」という質問に対して、「母親
が取得した」が49.0％、「育児休業を利用しなかった」が34.4％でした。

■母親への「出産前後（それぞれ１年以内）に仕事をやめたり、転職をしましたか」という
質問に対して、全体では、「転職をせず継続的に働いた」が44.1％、「仕事をやめた」
が２８．５％でした。

保護者 保護者の就労状況Q
N=6,613

就労している 就労しているが育休・介護休業中
無回答以前は就労していたが現在は就労していない これまで就労したことがない

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(％）

母親

父親 4.8

0.710.3 22.8
1.3

0.8

0.5 0.1
93.7

65.0

育児休業を取得しましたかQ
N=3,596

保護者（就学前）

0 10 20 30 40 50 60
母親も父親も就労していなかった

育児休業を利用しなかった

母親と父親の両方が取得した

父親が取得した

母親が取得した 49.0

0.9

4.1

8.9

34.4

出産前後に仕事をやめたり、転職をしましたかQ保護者（母親）

0 20 40 60 80 100(％）
高校生の親

中学生の親

小学生の親

3歳以上の親

3歳未満の親

全体

就職したことがない、または、出産１年前にすでに働いていなかった
無回答転職をして継続的に働いた
転職をせず継続的に働いた

仕事をやめた

N=
6,613

1,462

1,989

1,651

665

393

2.3

2.0

1.7

2.5

1.7

2.3

28.5

17.9

25.4

32.7

42.1

41.7

5.7

4.6

6.7

6.5

4.5

3.8

44.1

61.6

49.4

36.2

26.8

20.1

19.5

13.9

16.8

22.0

25.0

32.1

（出典：令和 5 年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）

（出典：令和 5 年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）

（出典：令和 5 年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）
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■父親への「仕事と生活のバランス（ワーク・ライフ・バランス）はとれていると感じていますか」
という質問に対して、「仕事が中心となっており、もう少し家庭生活の比重が高まるとよい」
が46.3％でした。

■母親への「仕事と生活のバランス（ワーク・ライフ・バランス）はとれていると感じていますか」
という質問に対して、「育児が中心となっているが、今のままでよい」が30.2％でした。

仕事と生活のバランス（ワーク・ライフ・バランス）は
とれていると感じますか

Q

N=6,613

0 10 20 30 40 50（%）

その他

育児が中心となっているが、今のままでよい

育児が中心となっており、
もう少し仕事の比重が高まるとよい

仕事が中心となっているが、今のままでよい

仕事が中心となっており、
もう少し家庭生活の比重が高まるとよい

仕事と家庭生活（育児含む）の
バランスがとれている

保護者（父親）

20.8

46.3

21.8

1.1

1.2

1.4

N=6,613

0 10 20 30 40 50（%）

その他

育児が中心となっているが、今のままでよい

育児が中心となっており、
もう少し仕事の比重が高まるとよい

仕事が中心となっているが、今のままでよい

仕事が中心となっており、
もう少し家庭生活の比重が高まるとよい

仕事と家庭生活（育児含む）の
バランスがとれている

仕事と生活のバランス（ワーク・ライフ・バランス）は
とれていると感じますか

Q保護者（母親）

26.3

14.9

2.7

19.5

30.2

3.3

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）
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■保護者への「家事・子育てをどのように分担していますか」という質問に対して、子ども
の年代に関わらず、「母親」の分担が7割を超えました。

■保護者への「一日のうち、家事（育児含む）に要する時間はどれくらいですか」という
質問に対して、平日は、父親は「1時間未満」が33.5％、母親は「5時間以上」が
59.6％でした。休日は、父親、母親ともに「5時間以上」の割合が最も高くなりました。

保護者 家事・子育てをどのように分担していますかQ

父親 母親 祖父母等の援助

N=
6,613

1,462

1,989

1,651

665

393

0 20 40 60 80 100(％）
高校生の親

中学生の親

小学生の親

3歳以上の親

3歳未満の親

全体 6.1

6.7

6.1

6.2

5.0

4.4

73.1

71.6

72.4

72.9

76.0

78.1

20.8

21.7

21.5

20.9

19.0

17.5

一日の家事時間（休日）Q保護者（就学前）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(％）

母親

父親

N=3,596

なし １時間未満 １時間以上２時間未満 ２時間以上３時間未満
３時間以上４時間未満 ４時間以上５時間未満 ５時間以上 無回答

4.4 6.111.4

7.1 7.2 3.6

3.40.3

13.8

0.9

13.9 8.8

6.7

7.034.6

70.7

（出典：令和 5 年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）

（出典：令和 5 年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）

一日の家事時間（平日）Q保護者（就学前）

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100(％）

母親

父親

なし １時間未満 １時間以上２時間未満 ２時間以上３時間未満
３時間以上４時間未満 ４時間以上５時間未満 ５時間以上 無回答

16.5

11.9

33.5

12.4 59.6 1.29.04.8

0.4

0.8

22.7 11.0 6.44.9

2.6

2.4

N=3,596
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■保護者への「子育てに経済的な負担を感じたことがありますか」という質問に対して、全
体では、「よくあった」が16.0％、「ときどきあった」が28.1％でした。

■世帯の暮らし向きを「苦しい」と考えている保護者ほど、物価高騰により「経済的な負担
が大きくなった」の割合が高くなりました。

保護者 子育てに経済的な負担を感じたことがありますかQ

N=

6,613

1,462

1,989

1,651

665

393

よくあった ときどきあった どちらともいえない あまり感じない
感じない わからない 無回答

0 20 40 60 80 100

高校生の親

中学生の親

小学生の親

3歳以上の親

3歳未満の親

全  体 14.3

15.7

14.7

14.4

12.2

9.2

17.7

18.1

17.8

19.1

16.8

13.7

21.3

19.8

24.9

19.6

20.6

19.3

28.1

26.0

25.2

30.6

30.7

37.9

16.0

17.9

14.8

14.5

17.4

19.1

1.5

2.0

1.9

1.0

0.9

0.8

1.1

0.6

0.7

0.7

1.4

0.0

（％）

保護者 暮らし向きと物価高騰による影響Q

N=

6,613

214

1,243

3,055

1,459

594

経済的な負担が大きくなった どちらかといえば、経済的な負担が大きくなった 影響を受けていない
どちらかといえば、経済的な負担が小さくなった 経済的な負担が小さくなった   無回答

0 20 40 60 80 100

苦しい 

やや苦しい

普通

ややゆとりがある

大変ゆとりがある

全  体 8.9

45.3

18.1

7.9

1.4

0.8

42.4

36.4

56.1

50.3

29.3

10.4

47.4

17.8

24.9

41.0

68.9

87.2

0.1

0.1

0.2

0.1

0.1

1.1

0.5

0.6

0.7

0.3

1.5

（％）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）
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■経済的な生活レベルを豊かに感じている子どもの方が、生活に満足している傾向が見られました。

■全国の子どもの貧困率は、平成 24年をピークに下降傾向にあります。また、大人が一人
で子どもを養育している家庭の相対的貧困率は44.5％であり、ひとり親世帯は経済的に困
窮している割合が高くなっています。
※令和3年の貧困線は127万円。貧困線とは、世帯収入から国民一人ひとりの所得を計算して順番に並べ、ちょ
うど中央の人の所得の半分の額をいい、この貧困線に届かない人の割合が「相対的貧困率」となります。
※平成 30年の「新基準」及び令和 3年は、新たな作成基準に基づいて算出した数値。

子ども 経済的な生活レベルと生活満足度Q

N=

387

623

375

77

17

満足している どちらかと言えば満足している どちらかと言えば満足していない
満足していない 無回答

0 20 40 60 80 100

かなり苦しい

やや苦しい

どちらとも言えない

まあまあ豊かだ

かなり豊かだ 5.2

6.7

4.3

13.0

29.4

3.1

7.2

14.1

19.5

29.4

16.5

37.7

46.7

41.6

11.8

74.9

47.5

33.3

22.1

29.4

0.3

0.8

1.6

3.9

（％）

相対的貧困率
子どもの貧困率 (％)

ひとり親家庭の
貧困率 (％)

全国の貧困率の推移

相対的貧困率 子どもの貧困率 ひとり親家庭の貧困率

0

5

10

15

20

25

30

35

R3H30
（新基準）

H30
（旧基準）

H27H24H21H18H15H12H9H6H3S63S60
0

10

20

30

40

50

60

70

12.0 13.2 13.5 13.8 14.6 
15.3 14.9 15.7 16.0 16.1 15.7 15.4 15.7 15.4

10.9 
12.9 12.8 12.2 

13.4 14.4
 
13.7

 
14.2

 

15.7 16.3

 
13.9 13.5

 
14.0

 11.5

54.5 51.4 50.1
 53.5

 63.1 
58.2 58.7 

54.3 
50.8

 54.6 
50.8 

48.1 48.3 
44.5

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　子ども調査）

（出典：厚生労働省「国民生活基礎調査」（令和4年度））
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■保護者への「子育てに関する悩みや不安などを相談する相手や場所がありますか」という
質問に対して、全体では、「ある」が87.9％、「ない」が7.7％でした。

■保護者への「これまで、子育てに関する悩みや不安などを誰に相談してきましたか」とい
う質問に対して、「配偶者」が82.9％、「自分の親」が75.5％でした。

0 20 40 60 80 100

高校生の親

中学生の親

小学生の親

3歳以上の親

3歳未満の親

全  体

保護者 子育てに関する悩みや不安などを相談する
相手や場所がありますか

Q

N=

6,613

1,462

1,989

1,651

665

393

ある ない 子育てに関する悩みや不安はない 無回答

1.6

1.6

1.5

1.7

1.1

2.3

2.8

2.7

1.8

3.8

2.7

3.1

7.7

6.1

6.6

7.9

8.4

13.7

87.9

89.6

90.1

86.6

87.8

80.9

（％）

保護者 これまで、子育てに関する悩みや不安などを
誰に相談してきましたか

Q

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90
その他

その他の親戚

配偶者のきょうだい

近所の人

子育てサークルなどで知り合った人

公的機関の相談員

医師・病院

配偶者の親

自分のきょうだい

子どもを通じた友人

保育所・幼稚園・学校などの先生

学校時代や職場の友人

自分の親

配偶者

Ｎ=5,814
(複数回答)

82.9

75.5

45.6

37.9

36.7

31.6

26.9

17.9

11.9

9.2

9.0

7.3

5.5

3.6

（％）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）



35

Ⅲ 

現
状
と
課
題

■保護者にお住まいの地域についてあてはまるものを聞いたところ、「同じくらいの年齢の子ど
もを育てている友だちがいる」が60.6％、次いで「年齢の違う子が一緒になって遊ぶことが
できると感じる」が32.3％、「子育てについて気軽に相談できる人がいる」が27.1％でした。

■保護者に名古屋市の子育て支援事業を知っているかを聞いたところ、認知度が高い事業は、
「子どもあんしん電話相談事業」（56.7％）、「子育て総合相談窓口」（56.3％）でした。

保護者 お住まいの地域についてあてはまるもの (複数回答)Q

0 10 20 30 40 50 60 70

その他

困った時に気軽に子どもを
預かってくれる知人がいる

子どもが参加できる行事が
たくさん行われている

地域の人が子育てを温かく
見守ってくれていると感じる

子育てについて気軽に
相談できる人がいる

年齢の違う子が一緒になって
遊ぶことができると感じる

同じくらいの年齢の子どもを
育てている友だちがいる

N=6,613

60.6

32.3

27.1

26.7

17.0

12.4

6.7

（％）

0 20 40 60 80 100

子どもあんしん電話相談事業

幼稚園での子育て支援事業

産前・産後ヘルプ事業

保育所子育て支援事業

主任児童委員等による子育てサロン

子育て総合相談窓口

のびのび子育てサポート事業

保護者（就学前） 名古屋市の子育て支援事業の認知度Q

知っている 知らない 無回答

N=3,596

1.0

1.1

1.2

1.2

1.1

1.3

1.2

57.2

42.6

66.0

52.1

51.7

59.8

42.2

41.8

56.3

32.8

46.7

47.1

38.9

56.7

（％）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）
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■「令和 5年度　ひとり親世帯等実態調査」によると、母子家庭及び父子家庭の推計世
帯数は、母子家庭 24,820 世帯、父子家庭 2,424 世帯となっています。

■母子家庭の母親の就業状況については、「雇用されている」が81.6％、「自営業」が7.0％、
「内職」が0.2％で、合わせると仕事についている人は88.8％でした。雇用形態については、
「正規採用」が48.0％、「アルバイト・パート」が38.7％でした。

母子家庭 母子家庭の母親の雇用形態Q
N=375

正規採用 アルバイト・パート 派遣社員
契約社員 家族従事者 その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

5.14.538.748.0

1.3

2.4

（％）

（出典：令和5年度　ひとり親世帯等実態調査）

（出典：令和5年度　ひとり親世帯等実態調査）

母子家庭 母子家庭の母親の就業状況Q
N=483

雇用されている 自営業 内職 仕事についていない

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

0.2

（％）

11.27.081.6

総世帯数
母子家庭 父子家庭 寡婦 寡夫

世帯数 出現率
（％） 世帯数 出現率

（％） 世帯数 出現率
（％） 世帯数 出現率

（％）

5 年度 1,154,438 24,820 2.15 2,424 0.21 29,785 2.58 12,352 1.07
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■父子家庭の父親の就業状況については、「雇用されている」が86.1％、「自営業」が
11.4％で、合わせると仕事についている人は97.5％でした。雇用形態については、「正規
採用」が最も多く91.9％でした。

■母子家庭の世帯の年間総収入の平均は317.9 万円、父子家庭は659.6 万円で、子育
て家庭の平均年間総収入と比べると、母子家庭では約 4割、父子家庭は約 8割でした。

父子家庭 父子家庭の父親の雇用形態Q
N=62

正規採用 アルバイト・パート 派遣社員 契約社員 家族従事者 その他

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

4.891.9

（％）

1.6

1.6

（出典：令和5年度　ひとり親世帯等実態調査）

（出典：令和 5 年度　ひとり親世帯等実態調査）
※子育て家庭は「令和 5 年度　子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査」の保護者調査結果

父子家庭 父子家庭の父親の就業状況Q
N=79

雇用されている 自営業 内職 仕事についていない

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（％）

2.511.486.1

世帯の年間総収入の平均Q

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1,000

子育て家庭(※)

寡夫

寡婦

父子家庭

母子家庭

N=

372

60

125

10

5,902

317.9

659.6

454.1

505.0

868.9

（万円）



38

NAGOYA KODOMO·KOSODATE WAKUWAKU PLAN 2029

Ⅲ 

現
状
と
課
題

■なごや子どもの権利条例の認知度

○子どもへの「なごや子どもの権利条例を知っていますか」という質問に対して、「内容を知っ
ている」が５．３％でした。

○保護者への「なごや子どもの権利条例を知っていますか」という質問に対して、「内容に
ついてもよく知っている」が3.2％でした。

○ 18歳以上の市民への「なごや子どもの権利条例を知っていますか」という質問に対して、
「知っている」が6.7％でした。

（3）社会を取り巻く現状

なごや子どもの権利条例を知っていますかQ子ども

0 10 20 30 40 50 60 70

知らない

聞いたことがある

内容を知っている

N=1,516

(%)

5.3

28.9

64.7

なごや子どもの権利条例を知っていますかQ保護者
N=6,613

0 10 20 30 40 50 60 70

条例があることを知らない

条例があることは知っているが、
内容はまったく知らない

条例があることは知っているが、
内容はあまり知らない

内容についてもよく知っている

（％）

3.2

27.4

16.5

52.6

なごや子どもの権利条例を知っていますかQ市民

0 10 20 30 40 50 60 70

知らない

聞いたことはあるが、
内容はよく分からない

知っている

N=909

（％）

6.7

28.4

61.9

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　子ども調査）

（出典：令和5年度子ども・若者・子育て家庭意識・生活実態調査　保護者調査）

（出典：令和5年度　第2回市政アンケート）
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■ 18歳以上の市民に、地域住民が行う子ども・子育てに関わる活動への参加状況につい
て聞いたところ、「地域の子どもの安全を守る活動」が19.7％、「子ども会活動や町内会
の子ども向け活動の世話役」が19.5％でした。一方、「特にない」は60.4％でした。

■ 18歳以上の市民への「子どもを取り巻く環境に関心がありますか」という質問に対して、
「大変関心がある」が38.2％、「少しは関心がある」が33.4％でした。

市民 地域住民が行う子ども・子育てに関わる活動への
参加状況

Q

N=909

0 10 20 30 40 50 60 70

特にない

その他

保護者が保育できないときに
子どもを預かる活動

地域の子どもに関わる活動

子育ての手助けを目的とした
サークルやNPOなどの活動

子ども会活動や町内会の
子ども向け活動の世話役

地域の子どもの安全を守る活動

(複数回答)

19.7

19.5

4.0

3.5

2.6

2.5

60.4

（％）

子どもを取り巻く環境に関心がありますかQ

0 10 20 30 40 50

全く関心がない

あまり関心がない

どちらともいえない

少しは関心がある

大変関心がある

市民
N=909

（％）

38.2

33.4

15.3

8.5

2.6

（出典：令和5年度　第2回市政アンケート）

（出典：令和5年度　第2回市政アンケート）

注）アンケート調査の結果について、積み上げグラフ以外は無回答の表示を省略しています
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❷ 現状から見える主な課題

■体験・交流の場や機会の提供

○少子化や核家族化、新型コロナウイルス感染症流行の影響等により子どもの体験活動や
交流の機会が減少傾向にあることから、その機会の重要性を改めて認識した上で、体験・
交流の機会をつくっていくことが重要です。

○子どもが遊びや体験活動、さまざまな年齢の子どもや地域の大人との交流を通して、社会
性を育み、自己肯定感を高められるよう、多様な体験・交流の場や機会を提供する取り組
みが求められています。

○子どもがそれぞれの状況に応じて、多様な体験や交流ができるよう、既存の地域資源もい
かした場や機会を提供していく必要があります。

■子ども・若者の自殺対策

○子ども・若者の自殺者数が高い水準で推移していることは喫緊の課題であり、誰も自殺に
追い込まれることのないよう、自殺予防教育や自殺リスクの早期発見、相談支援など、総
合的な取り組みを進めていくことが必要です。

○子どもや若者が抱える困難や課題は、多様な要因が複合的に重なり合い、さまざまな形で
表出するものであることから、表出している課題を早期に把握し、適切な支援につなげるこ
とが重要です。また、その課題の背景にある困難を解消する重層的な支援が求められて
います。

■不登校児童生徒への対応

○不登校の要因はさまざまで複雑に関わり合う場合が多いことから、子ども一人ひとりに向き
合い、きめ細かな支援を充実させる必要があります。

○すべての子どもには学ぶ権利があり、一人ひとりの状況に応じた学びの機会が保障される
ことが重要です。さまざまな理由で学校に通えていないなど、子どもの個々の状況に応じた
学びや居場所を確保するため、インターネットの活用も含めた多様な支援を進めていく必要
があります。

（１）子ども

（2）子ども・若者
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■居場所の提供

○居場所を持つことは、若者の自己肯定感などにも関わる重要な要素である一方で、地域の
つながりの希薄化や新型コロナウイルス禍の接触制限などの影響により、若者が居場所を
持つことが難しい状況であったことの影響が現在も続いていることを踏まえ、すべての若者
が居場所を持つことができるよう支援していくことが求められています。

○若者の価値観が多様化する中で、物理的な場所だけでなく、時間や人との関わりも含めて、
安全に安心して過ごせる居場所を持てるよう、多様なニーズに応じた居場所づくりを進めて
いく必要があります。

■ワーク・ライフ・バランスの推進

○子どもを育てる保護者の就労状況や就労形態が大きく変化していることを踏まえ、子育てし
ながら就労する人が柔軟に働くことができ、男女ともに仕事と家庭生活の両立が可能な環
境の整備を進めていくことが必要です。

○家庭における家事・育児の役割分担が性別で偏ることによって、保護者がワーク・ライフ・
バランスの不満を抱くことがないよう、子育て家庭だけでなく、地域や企業等を含めた社会
全体の意識を醸成していくことも求められています。

■将来への希望をかなえる支援

○若者が結婚や妊娠・出産、子育て、仕事を含めて、自らの将来を見通し希望を抱くことが
できるよう、ライフステージに応じたキャリア形成やライフデザインを支援する取り組みが求
められています。

○結婚や子どもを持つことを希望する若者が、希望するタイミングで、その希望をかなえられ
るような支援が必要です。

○多様な価値観・考え方があることを前提として、若者がどのような選択をしても、その決定
を尊重し、それぞれの希望を社会全体で応援するという意識を醸成していくことも重要です。

（3）若者

（4）子育て家庭
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■子ども・若者・子育て家庭を応援する社会づくり

○子どもの権利を保障し、健やかな成長を社会全体で後押しするためには、子ども・若者や
子育て家庭を応援する社会の機運の醸成が重要です。

○子どもや子育てに対するポジティブな意識を社会で共有するような広報・啓発を充実させて
いく必要があります。

○本市が子ども・若者・子育て家庭を応援していることが、当事者だけでなくすべての市民
に伝わるよう、本市の姿勢を打ち出していくことも求められています。

■子育ての孤立感の解消

○核家族化の進展や共働き家庭の増加、地域のつながりの希薄化など、子育て家庭をめぐ
る環境が変化している中で、子育て家庭が孤立感を深めたり、悩みを抱え込んだりするこ
とのないよう、それぞれの家庭が必要とする支援や関わりを地域で適切に提供できる仕組
みづくりが必要です。

○子ども連れの保護者が出向きやすい身近な場所で支援を受けたり、他の子育て家庭と交
流できたりする取り組みが求められています。

○地域が子ども・子育てを温かく見守り、地域全体で子ども・子育てを支えていくという意識
を醸成していく必要があります。

（5）社会

■経済的な支援

○経済的負担を理由とした子育て家庭の困難感を軽減するよう、経済的支援を必要とする家
庭への切れ目のない助成や負担軽減に取り組むことが必要です。

○物価高騰や教育費負担の増加等により子育て家庭の経済的な負担感が増しているが、家
庭の経済的な状況によって、子どもの現在・将来の選択が狭められることのないよう、子
どもが多様な経験をすることのできる機会や場の提供も含めた支援が求められています。

○経済的支援に取り組むこととあわせて、必要とする家庭に支援が届くよう、さまざまな支援
があるということを積極的に広報していく必要があります。




